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海外便り

１　はじめに

　東南アジアに位置するシンガポールは、約 730
平方キロメートル（東京 23 区と同程度）の小さな島
の都市国家である。民族構成としては、中華系・
マレー系・インド系の３つの民族が中心となって
おり、公用語は英語・中国語・マレー語・タミル
語の４つもある。また、在住外国人が人口の約
26％を占めているという国際色豊かな都市だ。多
種多様な民族が暮らすこの国では、さまざまな言
語、文化、宗教が共存しており、まさに「多文化共生」
の国であると感じている。
　本稿では、現在シンガポール在住の筆者が感じ
たことを交えながら、シンガポールの食文化や食
料事情、物価について紹介したい。

２　シンガポールに根付く外食文化

　シンガポールで暮らし始めてまず驚いたことは、
飲食店の数と料理の種類の多さだ。レストランは
さることながら、ホーカーと呼ばれるフードセン
ターにも多種多様な屋台が集まっている。ホーカー
では比較的安くさまざまな料理が楽しめるため、
ローカルにも観光客にも人気で、常に多くの人で
賑わっている。
 

観光地としても有名なラオパサのホーカー（筆者撮影）

　このように、屋台からレストランまで数多くの
飲食店がある要因の一つは、シンガポールにおけ
る外食文化にあるかもしれない。シンガポールで
は、早朝から開店しているところが多く、また、
基本的にどのお店でもテイクアウトすることがで
きる。さらに配達サービスも多いため、１日３食
すべてを外食や中食で済ませられる。毎日毎食似
たような食事だと飽きてしまうと思うが、この飲
食店の数と種類の多さから考えると、お店を巡る
だけでも楽しいだろう。
　また、あるホーカーには、建国の父であるリー・
クアンユー初代首相が通ったチキンライス店があ
るらしく（気になった方はぜひシンガポールを訪ねた際

に行ってみてほしい。）、ホーカーは現地に根付く食
文化の一部として、誰からも親しみのある場所と
なっているのではと感じている。

３　輸入大国シンガポール

　多様な料理を楽しむことができるシンガポール
であるが、材料として使用される食品を含めて、
シンガポール国内で供給されている食品の約 90％
が輸入されたものである（①）。シンガポールは国
土面積自体が小さいうえに、そのうち農業用地と
して利用されている国土は１％ほど（①）であるた
め、輸入に頼らざるをえない状況であるといえる
だろう。
　近年のコロナ禍、ロシア・ウクライナ危機等に
伴う食料供給網の遮断は、食料の大半を海外に依
存しているこの国に特に大きな影響を与えたと考
えられる。なかでも 2022 年６月から実施された
マレーシアによる食用鶏肉の輸出停止（②）は記憶
に新しい。鶏肉は、シンガポールで大変人気があ
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り、シンガポール
料理であるチキン
ライスが代表的な
例である。マレー
シアの鶏肉はシン
ガポールの輸入鶏
肉 の う ち 34 ％ を
占めており（図 1

参照）、この輸出停止は、特に新鮮な鶏肉を仕入れ
ている小売店や市場、飲食店等にとって大きな打
撃となったようだ。
　シンガポール政府は、2019 年以降、食料自給率
を 2030 年までに 30％まで引き上げるとする「30 
by 30」を目標としており、コロナ禍以降はその目
標への対策によりいっそう力を入れ始めたそうだ

（③）。今後の具体的な動きにも注目していきたい。

４　シンガポールの物価について

　ここまでシンガポールでの食に関して述べてき
たが、もう一つ驚いたことを挙げるとすれば、シ
ンガポールの物価である。ここでは公共交通機関
の安さと食費全体の高さについて取り上げたい。
　シンガポールには MRT（地下鉄）とバスの路線
が張り巡らされており、公共交通機関のみでもあ
らゆる場所に行くことができる。料金は、基本的
にMRTもバスも0.99～2.26シンガポールドル（約

99 円～ 226 円、図２参照）で乗車が可能だ。

距離（km） 金額（SGD、大人片道）

3.2 まで 0.99

3.3 - 4.2 1.09

4.3 - 5.2 1.19

（省略） （省略）

40.2 以上 2.26
図 2　料金表（SBS Transit (⑤) の HP を参考に作成）

　富山県でいえば、富山駅から呉羽駅までが 4.8km
の営業距離で、大人片道 210 円（⑥）であるため、

比較すると、安いことが改めて分かるだろう。
　その一方で、食費をはじめとする生活費は基本
的に高い。具体的な例として食費を挙げるが、ホー
カーでの食事が比較的安いと前述したように安く
買えるものはもちろんある。しかし、レストラン
に入って食事をするとなると、日本でかかる値段
の約 1.5 ～２倍が通常で、それ以上になることも
ある。特にお酒は高く、一番安いお酒であるビー
ルでもお店で飲めば 10 シンガポールドル（約 1,000

円）程度であることが多い。そのため、お酒を伴う
食事では、80 ～ 100 シンガポールドル（約 8,000

～１万円）で済めば安いほうだ。この基本的な食費
の高さは、先に述べた輸入コストがかかっている
ことも要因の一つであると考えられる。つい日本
との価格差を考えてしまうが、シンガポールには
シンガポール料理だけでなく、なかなか日本では
味わえない世界各国の料理もあるので、懐と相談
しつつ、楽しみたいところである。

５　おわりに

　今回は、筆者がシンガポールで暮らす中で特に
強い印象を受けた食と物価について述べた。シン
ガポールに来てから約１年が経とうとしているが、
シンガポールと日本の相違点から新たに発見でき
ることが至る所にあり、大変興味深い国であると
感じている。
　最後に、シンガポールでは、2023 年２月 13 日
から公共交通機関でのマスク着用も任意となり、
ほぼコロナ禍以前に戻りつつある。また、人の往
来も、筆者が来星した昨年４月と比較すると圧倒
的に増えており、大変活気にあふれている。ぜひ
読者の皆さまにも実際にこのシンガポールを訪れ、
活気に触れていただきたい。

2023 年２月 24 日現在
※ 為替レートは１SGD あたり 100 円として計算している。
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図１　鶏肉の輸入国の割合
（出典④：Singapore Food Statistics 2021）


